




従来、 選択の接続詞には 「あるいは、 または、 もしくは•••Jとともに「それともJ も拳げ
られている。 ところが、 例(1)のように 「それとも」は他の形式とは一線を画すると言わ
ざるを得ない。
(1)本は図掛館にある。1あるいは／または／もしくは／＊土且ill研究室にある。
甲田(2OOl)は、 選択の接統詞 「それとも」は他の選択の接続詞 「あるいは、 または、 も
しくは、 ないし（は）」と異なって 「「語・句・節・文」＋ ー カという構造をとるJ とし、 助
開 「ー か」があたかも必須要紫であるかのような指摘がされているは I) 。また、森田(1989)








(http://www.mainichi.co.jp/ eye/ opinion/03-2/930.html) 
この例では前件と後件に 「～かもしれない」 が用いられており、 疑Itl表現は見あたらない。
このように 「それとも」は疑問表現以外の叙述形式とも共起できると思われる。 従って｀ 疑
問表現を伴うと言われている 「それとも」が、 なぜ疑問表現と共起しやすいのかや疑IUJ以外
にどのような形式と共起できるのか、 を潤べる必要があると思われる。
そこで、 本秘では選択の接続詞 「それとも」の機能を捉えるため、 その前件と後件に見ら
れる意味的、構文的な条件に注目し、 その特徴を明らかにしたい(il3) 0 












(5) 「何だ？どこへ行くんだ？」 「 ここでいいよ、俺は」 「上司の命令です。あなたと柳さん
を、都内のホテルの一室に保護せよとのことです」 ー く中略）ー「じゃ、行くか。 どこ







(http:/ /www.sinorama.eom.tw/j p/ 1998/ l 99809/709098j l.hlml) 







択肢は話題が同じでなければならない。 (5) は 「都内のスイ ー ト・ル ー ム」、 (6) は「人間
の性」という共通の話題で結んでいる。















について答申草案をまとめた。(http://cgi4.zdnet.eo.jp/g/0 l-0208022cl !-/broadband 
/0208/01/ntt-setuzoku.html) 
(9)の前件の 「表」と後件の海」は正反対の概念であることから、前後は意味的に対義
的対立関係にあると哲える。(10)の 「前」と 「あと」 も対義語であり、(11)の 「下がる」
と 「上がる」も対義語関係にある。
(12)線滋？それとも絡桃蒻？ （www.utel.co.j p/hiyari/syosinsya.html) 
(13)麟？立珪上認？契約条項チェック！ （w ww.zentaku.or.jp/004/hou ritsu-4.hlml) 
以上のように、前件と後件が対義語関係にあるのは特に語レペルの接続の場合に多く見ら
れる。
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(16) 「 ジュン、 あんた、終文の？それとも｀蕊妾よ必yの？」（一瞬）
この 「 殺す」と「殺されるJ も能動と受勅という対立関係にある。
例(5) - (16) の前件と後件は意味的に同類もしくは類似関係、 または対立l関係にある
という特徴が見られるが、 次の(17)はそうでない。
(17) ［冊き手が何かを捜している状況］本は図苔館にあるよ。それとも、彼女を捜してるの？







で繋ごうとする場合は、 例 (17) のように後件に 「本」 以外の別の名詞を挙げなければならな
くなると思われる。
以上、「それとも」の前件と後件の意味的な特徴を見てきたが、 前件と後件が一つの事態









(20)吉田 「（その様子に）どうしたんですか？」 雨音「いえ、 何でもないです（と、 笑顛を
作る） 」 吉田「質問していいですか？ J 雨音「はい」吉田「前の彼と別れた原因は？ J 
雨音「＿」吉田 「雨音さんの方が媒いになったんですか？それとも…」雨音「どうし
てそんなこと屈Jくんですか？ 」 吉田 「今後の参考に」（ラプ）
(19)は文脈から 「東京に残るか金沢へ行くしかない」 という選択）I女が認められ、 前件 「東
京にいたいの」 が提示された段階で後件にはr東京にいたくないの」 か 「金沢へ行きたいの」
のような文が想定できると思われる。話し手と11Hき手にとって 「 Y」が明白なことなら敢え
て言わなくても会話は成立する。 (20) は文脈から後件に「前の彼にふられたんですか？」の







(21) の後件には 「地猥」 、 (22) の後件には 「ニホンギンコウ」が入るに迩いない。 (21)
は r結婚は天国か地獄である」というのは批間一般的にクIIられていることであり、後件に 「地
氏が来るのは当然のように思われる。 (21) は「日本」 の読みは「ニッポンかニホンである」
というのが常戯であり、 当然のように 「ニホンギンコウ」 が省略されていると言える。









i棘館にある」という断言 ・ 確酋が無効にされ、r研究室にある」 という別の1折酋·確言が前
件と平行した可能性として述ぺられているからであろう。 つまり、 現実に「本」があるのは









ものの提示でなければならない。そのために両立する 「図術館か研究室か」のような助桐 「 ～
かーか」 を伴ったり、 (23) ＇ のような疑l！りの形式を伴ったりするのではなかろうか。 これが、
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ぬo でもそれで、 私は天気の具合を知ることができたの。 烏の姿が見えなければ雨だし、
烏がやってきて嗚けば雨はあがったのよ」 （世界）
(25)このところ、 良く判らないのだが、 あまり栂けないままでいた。多分天気のせいお＆↓
髯。 それとも、 月初めに、 この業界の某診燎所で定期他康診断を受けたせいぬ＆し
＆訟o (http:/ /www.pro.or.jp/ �fuji/pasocomlife/2001-06-22.html) 
(24)は 「 どうしてだかわからない」という文が来て、 その理由を「それとも」 で接続す
る例であり、その前件と後件には 「 ～かもしれないJ が用いられている。 「～ かもしれない」
ははっきりと1祈言・確認できないということを意味しており、話し手の中には判断できない
という迷いがある。前件と後件の迷いは同時に両立するものであるため、 「ー かもしれない」
は 「それとも」 と共起できるのである。(25)も「書けない」 理由として前件と後件に二つの
項目が取りあげられており、 そのどちらにも可能性があるという例である。 (24) (25) のよう
に前件と後件に 「ーかもしれない」 が来る楊合は 「それとも」 は適格となるが、 次のように
前件と後件に 「～にちがいない」 「ー だろう」のような文が来る湯合は不可となる。
(26) 本は図柑館に蕊必おおおo I*それとも、 あるいは、 または、 もしくは1研究室にある
品o








しかし、 「それとも」 の前件に「～にちがいない」「ーだろうj のような断言・確言の文が




(http:/ /www.sankei.eo.jp/news/021007 /l 007boo015.hlm) 
(29) ごらん、川がきらきらと光っている。きょうもみんなで水遊ぴ品＆就ぬ必ぬ。土L上立


















(33) 「而会人は母親だったのか？ 」 と河豚から訊かれた。 「いや。友人だった」行助は持楊
で鋸をとりあげながら答えた。 「友人ならここにたくさんいるというのに。 どうして母
親がこないんだい。 それともいないのか？」 「病気でこられないのさ 」 （冬の）
(34)どうしてこ叛を食ぺないの？それとも、もう食べたの？





- 192- (73) 
l
” 
(35)は後件の 「 カレ ー」 は前件の 「何食ぺる」 の答えの一つにはなり得るが、 その理由に
はなれないために 「それとも」とは共起できない。 つまり、 前件と後件が同時に両立するこ
とができないため、 不可となる。
次のようにいわゆる疑いの 「かな」 「かしら」 のような形式による疑問表現も用いられる。
(36)ショ ー ウインドウのガラスに映ったのをチラリと眺めると、 四十男で、 いささか目つき
はよろしくない。 しかし、 純子の経験上からいって、 痴漢というタイプにも見えなかっ
た。探偵か、 それとも典信所おお？今のところ見合いの話もないのだが。（女社）
(37) 黙柳 「女房孝行の方が入るのお↓＆、 それとも入っちゃうと女房孝行になっちゃうのあ
認？」城 「女房孝行になるものらしいですよ」 （倶楽）









(40) 「ほら、 水溜りだよ」 「放してくれ。 この手を放せよ」 「もうちっとだ、 おめえ倒れちま
うぜ、 栄ちゃん」 「さぷだな、 どうしたんだ」 「堀江町へゆくんだ。 ほかにどうしようも
ねえからな、 それとも浅草の店へぬ品a必：」 「ばか云え、 おらあ綿文へ談判にいくんだ」
（さぶ）
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てアパートヘ怖り、「見れば見るほど、 へんな頗をしているねえ、 お前は。 ノンキ和尚
疇は、 実は、 お前の寂照からとントを得たのだ」「あなたの寝／碩だって、 ずいぶんお
老けになりましてよ。 四十男みたい」 「 お前のせいだ。吸い取られたんだ。 水の流れと、
人の身はあサ。ィPJをくよくよ川端やなあぎいサ」 復がないで、 早くおやすみぬお品よ。
立廷上、 ごはんをあがりよああ乳落ちついていて、 まるで相手にしません。「酒な
ら飲むがね。水の流れと、 人の身はあサ。 人の流れと、 いや、 水の流れえと、 水の身は
あサ」唄いながら、シヅ子に衣服をぬがせられ、シヅ子の胸に自分の額を押しつけて眠っ
てしまう、 それが自分の日常でした。） （人間）
(42) 「純子、会社を辞めおおぬ 「ええ？」今度は純子が鵞く番だ。 「何よ、 出しぬけに」 「す
ぐに辞めるんだ！ 」 「何を雷い出すの？」 「いいか、 徊話の応対もろくにできんお前を、
秘掛にするなどと……。 下心があるに決まっとる！ 」 「ちょっと待ってよ」 「いいや、 だ
めだ。主庄と立お前は社長の愛人にでもなりよ＆疫ぬ？」 （女社）
(41) (42)では話し手は前件に命令表現を用いて開き手に対して自分が望んでいることを弛












主旦ゴ俺と 一緒に帰りぬぉぬそして、 伊木の方を向くと、「この子はね、 男と二人
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である。 (44) を「それとも」 で繋ごうとする場合、 前件と後件を同時に成立させるためには、
前件の r本」 以外の別の名詞を挙げなければならなくなり、 その結釆 (44) ＇ のように前件と
後件の文型に大きな隔たりができてしまう。 この楊合、 後件が疑問文になるのは、前件で断
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